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1. 研究の目的 

新型コロナウイルスの感染防止対策として，対人距離

の保持が効果的であるとされており 1)，至る所でソーシャ

ルディスタンス（以下，SD）を促す自主的な標示が設置

されている．これらには任意のデザインが用いられ，一見

して読み取りづらい文字情報や関連の少ない図柄が含ま

れている．いずれも規制的なものであり良い印象は与え

ず，改善する余地がある 2)．現在の仮設的な標示と比べて，

耐久性，周辺景観との一体性の確保等の点で優れたタイ

ルを用いて，SD 標示を改善することを課題とした． 

サイン標識における情報伝達の有効性は，簡潔に情報

量が整理されており 3)4)，十分な視認性が確保されている

ことが必要であるとされている 5)．一方で，停止位置や対

人距離の保持を促す図記号の基準は見当たらない 6)． 

今後数年間の対人距離の保持を求められる場面を考え

ると，路面景観の一部として現状の標示は見直す必要が

ある．規制的な指示によるものではなく，人の好奇心に訴

え能動的な SD を促すデザインの標示を作ることはでき

ないだろうか．本研究は，アフターコロナを見据え，SD

を促す床面タイルの新たなデザイン指針を提示すること

を目的とする． 

 

2. 異なる指示内容と指示強度を持つ標示の設置実験 

1) 実験の概要 

現況のSD路面標示の調査を実施したところ，停止位置

を示す線状，停止位置を示す足跡型，SDを指示する間隔

指示と矢印型，文字情報のみのものに分類された．上記の

既往研究に照らして，①ミニマムな情報，②視認性の確保

をそれぞれクリアした上で，指示内容と指示強度の異な

る図案を9種（図-1）作成し，それぞれの効果の違いを確

かめることとした． 

2021 年 7 月 21 日，26 日から 30 日，8 月 3 日から 5 日

の9日間，11時30分から13時30分にかけて，岐阜大学

第 1 食堂へのアプローチ空間に毎日異なる標示を 2m 間

隔 2 列で配置し，SD 標示上を通過する人の行動観察と，

アンケートによる印象評価を行った． 

標示は行列のできる食堂内部から連続して設置し，入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

口から10個の標示上を対象空間としてビデオカメラを

設置し撮影した．アンケートは指示内容と意味合いの感

じる程度，標示を見た時の自らの行動への意識，好まし

さを尋ねる質問で構成した． 

2) 結果 

A．行列全体への効果 

図-2 に赤枠で示した対象空間における 10 秒間隔の瞬

間人数（密度），および黄線を5秒ごとに通過する人数（流

入量）のカウントを行った．さらに，1人が距離を取って

並ぶ際，SDの波及や行列全体への影響を示した． 

結果から，設置した標示の種類と密度の変化に規則性

がないこと，対象空間内を一定の密度で維持することが

できていないことが明らかになった． 

B．個人の振舞いへの効果 

一方で，SDを意識した人に着目し，「停止」と「減速」

図-1 指示内容と指示強度を整理したSD標示の図案9種 

図-2 実験の様子 

図-3 振舞いのカウント結果 

IV-16 令和3年度土木学会中部支部研究発表会

- IV-16 -



の振舞いをカウントした（図-3）．全体の 5％程度である

が，適切な SD としての振舞いには図案間に差が顕れた． 

C．SDの意識のリマインド効果 

アンケートの印象評価において，標示のデザインから

SDの意味合いについて尋ねた質問1では，半数以上の人

が SD の意図を理解していた（図-4）．標示状態の好まし

さを尋ねた質問 2 では，多くの人が好意的な評価をして

おり（図-5），情報と視認性のコントロールは問題なかっ

たことが確認できた．自らの行動への意識を尋ねた質問 3

では，行列に並んでいた時の混雑具合に関わらず 6 割程

度の人が距離を取った，もしくは意識をしたと回答した

（図-6）．これは，標示が意識へ効果的に作用しているこ

と，しかしAおよびBの結果から考えて，意識が行動に

繋がっていないことを示している．  

 

3. 標示の適切なサイズと設置間隔に関する検証実験 

 情報量の制限と視認性の確保を講じた床面タイルは，

SDを促しリマインドする効果を持つことが確認されたの

で，平常時においても強い指示を発信し続けるデザイン

よりも，全く新しい好ましいデザインによって距離の保

持は促せると考え，図-7 に示す図案を考案した．この標

示を用いて設置条件に関する実験を行った． 

2021年11月30日と12月1日，6日と7日，9日と10

日，13 日と 14 日の 8 日間，毎日 11 時 30 分からの 1 時

間，先の実験と同じ場所に条件を変えて（1 辺30㎝と15

㎝のサイズ，2m と 3m の間隔の組み合わせ 4 パタン）路

面標示を設置し，ビデオカメラで行動観察をした． 

この結果については，本原稿執筆段階で分析中である． 

 

4. 今後の展望 

1回目の実験結果から， 図-1に示す標示を用いても個

人に対してSDを促しリマインドする効果があり，一方で

行列全体への影響力は小さいことが明らかになった．そ

のことを考慮して作成した，効果的であると考えられる

図案（図-7）を用いた2回目の実験は，個人の振舞いに注

目して検証を進めている．以上の結果から，本研究の目的

である，新たなデザインと床面タイルを用いてSDを促す

ことの有効性が示されるだろう． 
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図-4 質問1．指示内容とSDの意味合いを感じる程度 結果 

図-5 質問2．標示状態の好ましさ 結果 

図-6 質問3．標示を見た時の自らの行動への意識 結果 

図-7 新たにデザインしたSD標示の図案 
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